
様式１－１（単品スライド関係）

殿

受注者

商号又は名称

代表者職氏名

工　事　名

記

（税抜き）

（税込み）

　 （税込み）

(注) 　

　　　年　　月　　日

請負代金額変更請求額計算書

堺市長

工事請負契約書第２５条第２項（単品スライド）に基づく請負代金額の変更請求額の内訳は、下記のとおりです。

品目

　２．対象材料は、品目毎及び購入年月毎にとりまとめるものとする。なお、とりまとめ数量欄が足りない場合は、複数枚になってもよい。
　　　同一の品目で同一年月でも複数の単価がある場合や購入先が異なる場合は、区分するものとする。

当初想定金額
（税抜き）

規格
当初単価

（税抜き）
数量

単品スライド請求額

備考

変動額

　３．変動額から受注者の負担額を差し引いて、単品スライド請求額を算出する計算過程を、別紙に記載すること。

購入単価
（税抜き）

購入金額
（税抜き）

購入年月 差額

変動額

単位

　１．購入先、購入単価、購入数量等を証明出来る場合は、その資料（納品書等）を添付の上、併せて監督員に提出すること。
　　　証明できない場合は、概算数量を記載の上、その算出根拠を記した書類を提出すること。



様式１－２（単品スライド関係）

殿

受注者

商号又は名称

代表者氏
名

記

(注) 　

　工　事　名

使用目的
証明の
有無

備　　　　考

１．購入先、購入単価、購入数量等を証明出来る場合は、その資料（納品書等）を添付の上、併せて監督員に提出すること。
　　証明できない場合は、概算数量を記載の上、その算出根拠を記した書類を提出すること。

２．対象材料は、品目毎および購入年月毎にとりまとめるものとする。なお、とりまとめ数量欄が足りない場合は、別紙にとりまとめる
　　ものとする。但し同一の品目で同一年月でも複数の単価がある場合は、区分するものとする。
　　また、当該品目が同一月で複数の工種や機械で使用されている場合、監督員より工種や機械毎等の内訳を提出するよう
　　要求があった場合など、追加資料が必要な場合がある。

使用した
建設機械名

品　　　目 規　格 単位 数量 購入単価 購入金額 購入先 購入年月

年　　月　　日

請負代金額の変更の対象材料計算総括表

堺市長

　工事請負契約書第２５条第２項（単品スライド）に基づく請負代金額の変更請求に関し、変更請求額の計算に係る購入価格等につい
て、下記のとおり資料を提出します。



様式１－３（単品スライド関係）

各種資機材の材料証明書

品目 規格 単位 数量 購入単価 購入金額 購入先
品目 規格 単位 数量 購入単価 購入金額 出荷元 搬入年月

運搬費の内燃料代

　　年　　月　　日



様式１－４（単品スライド関係）

建設機械名・規格

規格 運搬距離 積載重量

（ｔ積） (km) (t)

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

建設機械名・規格　　

規格 運搬距離 積載重量

（ｔ積） (km) (t)

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

×（ ＋ ＋ ＋ ）+ ＝

0

合計往復 0

仮設材

規格 運搬距離 台数

（ｔ積） (km) (台)

× ＋ ＋ ）+ ＝

＋ ＋ ＋ ）+ ＝

＋ ＋ ＋ ）+ ＝

＋ ＋ ＋ ）+ ＝

＋ ＋ ＋ ）+ ＝

＋ 冬期割増 ）＋ その他 ＝ 合計

運　　搬　　車　　両 運　　　　　　　　賃

機械名 数量（ｔ） × 基本運賃(t) ×（ 深夜早朝

仮設材（鋼矢板、H形鋼、覆工板等）の運搬にかかる燃料代金計算総括表（提出資料）

機械搬入所在地 現場所在地 機械搬出場所

＋ 冬期割増 ）＋
地区割増・

その他
＝ 合計

運　　搬　　車　　両 運　　　　　　　　賃

機械名 基本運賃 ×（ 特大品 ＋ 悪路 ＋ 深夜早朝

合計

重建設機械の分解、組立及び輸送にかかる燃料代金計算総括表（提出資料）

機械搬入所在地 現場所在地 機械搬出場所

深夜早朝 ＋ 冬期割増 ）＋
地区割増・

その他
＝

運　　搬　　車　　両 運　　　　　　　　賃

機械名 基本運賃 ×（ 特大品 ＋ 悪路 ＋

機械搬入所在地 現場所在地 機械搬出場所

　　年　　月　　日

建設機械の貨物自動車等による運搬にかかる燃料代金計算総括表（提出資料）


